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①学力調査の結果の向
上
・全国学力や基礎基本
調査を再度二学期末に
実施し，平均点の上昇
②授業が分かると思う
生徒の割合（アンケー
ト）

一生懸命がすばらしい
と思える子どもを育て
ることを通して，生徒
との共感的人間関係を
構築し，「目標を持
ち，全力で取組み課題
を解決できる子ども」
を育てる

夢と志を抱き，仲間とともに生き抜く力を身に付けた子どもの育成～一生懸命がすばらしい～

ロ

a 　ミッション

＜組織（学校）が存在する理由＞
●子ども達にグローバル社会を生き抜く力を身に付けさせる学校
●教師にグローバル社会を生き抜くために必要な専門性と人間性を向上させる学校
●地域社会に文化を発信する学校（オンリーワン　ナンバーワン　おらが学校）

②授業において分かる喜びを感
じる工夫を行う。
●教育研究とのリンク
・毎時間の授業で「ねらい」
「まとめ」「振り返り」の明
示。徹底
・授業の流れの明示。徹底
・生徒指導の三機能を活かした
授業展開
・思考力を高める「すべ」を身
に付けさせる授業研究の実施
「比較」「既習事項の活用」
●アクションリサーチによる授
業改善
・一人一研究（ＲＰＤＣＡ：ア
クションリサーチの活用）

①
＋５ｐ
②
１００％

①学校行事において集中し，感
動でき る教育活動を仕組む
●集団として規律にこだわる指
導の徹底
●（生徒指導部・各学年部で感
動する活動を仕組む。）
( 運動会　文化祭　立志式は中心
行事　)
(その他：生徒会行事，学年・学
級，部活動の取組 )
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平成 ２７ 年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ビジョン

組織全体が今後目指す姿（めざすイメージ）
●夢や志を抱き，自己肯定感を持って仲間と力を合わせて課題解決ができる子ども
●生徒の夢の実現を後押しできる専門性と人間性を兼ね備えた教師
●生徒・保護者・地域が自慢したくなる誇りたくなる学校

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０
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①目標・夢・志を
持っている生徒の割
合　　　　　　　②
一生懸命取り組んで
いるものがあると生
徒の割合
③一生懸命頑張るこ
とがすばらしいと思
う生徒の割合
④卒業証書授与式で
泣ける生徒の割合

①
１００％
②
１００％
③
１００％
④
１００％

j 結果と課題の説明
i

評
価

f
目
標
値

g
達成
値

b 中期経営目標 e 評価指標

夢と志を抱
き，目標に向
かって全力で
取組みその達
成を素直に喜
び合える子ど
もを育てる
（志　一生懸
命がすばらし
い　感動

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策 g
達成
値

ハ
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